
金属類売払い（単価契約）仕様書 

 

１ 業務の内容及び目的 

 安城市リサイクルプラザにおいてプレス、あるいは破砕処理した後に発生する金属類

について、買受者はこれをリサイクル利用する。 

 

２ 金属類の種類及び規格 

 ① アルミ缶のプレス品   大きさ ５６㎝×４３㎝×１７㎝ 

 ② スチール缶のプレス品  大きさ ５６㎝×４３㎝×１８．５㎝ 

 ③ 破砕処理したアルミ 

④ 破砕処理したスチール 

 ⑤ スプリング・ハンガー 

 ⑥ コード 

 ⑦ 鉄屑 

 ⑧ モーター 

 ⑨ 銅屑 

 ⑩ マンガン鋼 

 ⑪ ダイス鋼 

 

３ 契約価格 

 契約価格は、アルミ缶のプレス品、スチール缶のプレス品、破砕処理したアルミ、破

砕処理したスチール、スプリング・ハンガー、コード、鉄屑、モーター、銅屑、マンガ

ン鋼、ダイス鋼それぞれのトン当たりの単価とする。 

 

４ 引取り及び請求方法 

（１）各金属類の引渡しは安城市リサイクルプラザ（安城市赤松町乙菊１８番地）におい

てリサイクルプラザの職員立会の下で引渡すので、引取車両を買受者が用意し、各金

属類を引き取ること。 

（２）破砕処理したアルミ、破砕処理したスチールについて、車両への積込作業は売渡者

がホッパから車の荷台へ落下させる。１回の引渡し量は通常２～４トン程度だが、ま

れに６トンを超えることもあるので、買受者は１回で７トン以上積載可能な車両で引

取りを行うこと。また、引取りの際に、リサイクルプラザの職員により発火、粉塵飛



散を防ぐために散水を行うものとし、引取り後は、これらに配慮し運搬するものとす

る。 

（３）アルミ缶のプレス品、スチール缶のプレス品について、車両への積込作業は買受者

が行うものとし、積込作業にフォークリフトが必要な場合は、売渡者所有のフォーク

リフトを使用できる。 

（４）スプリング・ハンガー、鉄屑について、４トンコンテナに入れたまま引渡すので、

買受者は４トンフックロール車を用いてコンテナごと引取ること。ただし、車両への

積込作業は買受者が行うこと。コンテナは引渡し日のうちに買受者が安城市リサイク

ルプラザに返却すること。 

（５）コード、モーター、銅屑について、買受者は引渡し物を入れるための金属製の同じ

重量の容器を、予備を含めて６つ用意し、売渡者に無償で貸与すること。容器の寸法

は、概ね高さ×幅×奥行き：７０×１２０×９０（㎝）とし、フォークリフトで安全

に運搬可能な構造であること。売渡者は引渡し物を金属製の容器に入れたまま引渡す

が、金属製の容器は引渡し日のうちに買受者が売渡者に再び貸与すること。 

また、車両への積込作業は買受者が行うものとし、積込作業にフォークリフトが必

要な場合は、売渡者所有のフォークリフトを使用できる。 

（６）マンガン鋼とダイス鋼は、それぞれリサイクルプラザ高速破砕機、低速破砕機の磨

耗した刃とハンマーである。マンガン鋼、ダイス鋼について、売渡者は破砕機から取

り外したそのままの状態のものを引渡す。 

（７）請求に関して、全種全量リサイクルプラザに備わった計量器にて計量を行うものと

し、その重量と契約価格を基に計算された１ヶ月分の各金属類の引取合計金額を毎月

買受者に請求する。 

（８）買受者は１ヵ月分の引受量をまとめたものを翌月１０日までに安城市に報告するこ

と。 

 

５ 引取り経費 

  引取りに係る経費は、買受者の負担とする。 

 

６－１ 金属類の引渡数量実績（令和５年８月～令和５年１１月期実績） 

①  アルミ缶のプレス品  １７回（64.09 トン） 

②  スチール缶のプレス品  ６回（43.14 トン） 

③  破砕処理したアルミ   ３回（6.24 トン） 



④  破砕処理したスチール ９０回（197.28 トン） 

⑤  スプリング・ハンガー １８回（9.99 トン） 

⑥  コード         ３回（4.13 トン） 

⑦  鉄屑          ４回（9.49 トン） 

⑧  モーター        １回（0.37 トン） 

⑨  銅屑          １回（0.05 トン） 

⑩  マンガン鋼       １回（1.17 トン） 

⑪  ダイス鋼        １回（0.67 トン） 

 

６－２ 金属類の引渡数量実績（令和４年８月～令和４年１１月期実績） 

①  アルミ缶のプレス品  １７回（66.12 トン） 

②  スチール缶のプレス品  ７回（50.60 トン） 

③  破砕処理したアルミ   ２回（5.14 トン） 

④  破砕処理したスチール ８８回（214.88 トン） 

⑤  スプリング・ハンガー １９回（18.79 トン） 

⑥  コード         ４回（4.95 トン） 

⑦  鉄屑          ５回（11.74 トン） 

⑧  モーター        １回（0.53 トン） 

⑨  銅屑          １回（0.04 トン） 

⑩  マンガン鋼       １回（0.99 トン） 

⑪  ダイス鋼        １回（0.83 トン） 

 

７ 金属類の引渡数量の見込み 

① アルミ缶のプレス品   １６トン／月・・・Ａ 

 ② スチール缶のプレス品  １２トン／月・・・Ｂ 

 ③ 破砕処理したアルミ      １トン／月・・・Ｃ 

④ 破砕処理したスチール    ５２トン／月・・・Ｄ 

 ⑤ スプリング・ハンガー      ４トン／月・・・Ｅ 

 ⑥ コード            １トン／月・・・Ｆ 

 ⑦ 鉄屑            ３トン／月・・・Ｇ 

 ⑧ モーター        ０．１トン／月・・・Ｈ 

 ⑨ 銅屑         ０．０１トン／月・・・Ｉ 



⑩ マンガン鋼        ０．３トン／月・・・Ｊ 

 ⑪ ダイス鋼         ０．２トン／月・・・Ｋ 

※数量は見込み数量であり、引渡しを保証するものではありません。 

 

８ 落札者の決定 

落札の決定は、次の算式により求められた引取額の合計が最低売払い価格以上で最も

大きなものとし、各種類ごとに示された単価で契約する。なお、入札は別紙入札書に従

い税抜きの総額及び単価を記入すること。 

 アルミ缶のプレス品の単価×Ａトン 

＋スチール缶のプレス品の単価×Ｂトン 

＋破砕処理したアルミの単価×Ｃトン 

＋破砕処理したスチールの単価×Ｄトン 

＋スプリング・ハンガーの単価×Ｅトン 

＋コードの単価×Ｆトン 

＋鉄屑の単価×Ｇトン 

＋モーターの単価×Ｈトン 

＋銅屑の単価×Ｉトン 

＋マンガン鋼の単価×Ｊトン 

＋ダイス鋼の単価×Ｋトン 

 ※Ａ～Ｋは、前項の見込数量をいう。 

 

９ 物品引取日の指定 

物品引渡し日及び時間は、売渡者の指定する日とし、引渡し日の指定は売渡者が前日

までに行う。物品引渡し日の指定は祝日を含めてほぼ毎日あり、午前８時３０分の指定

や、１日に複数回の指定を行うこともある。 

 

10 履行期間 

履行期間は、令和６年８月１日から令和６年１１月３０日までとする。 

 

 

 


